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農
業
保
険
を
す
べ
て
の
農
家
へ

農
業
保
険
を
す
べ
て
の
農
家
へ

第
11
回 
通
常
総
代
会
開
催

　
共
済
委
員
を
25
年
、
昨
年
度
か
ら
は

損
害
評
価
会
委
員
も
し
て
い
ま
す
。

　
昔
と
今
で
は
四
季
が
違
う
と
感
じ

ま
す
。
こ
こ
数
年
は
異
常
気
象
が
続

い
て
い
る
の
で
、
自
然
災
害
が
起
き

な
い
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
は
地
域
の
法
人
に
預
け
、

私
自
身
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
従

事
し
て
い
ま
す
。
家
で
は
、
妻
と
一

緒
に
、
一
年
を
通
し
て
自
家
用
の
野

菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
体
が
元
気
な
う
ち
は
、
農
業
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
中
学
か
ら
陸
上
を
続
け
て
い
て
、
今

は
広
島
市
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
ト
ッ
プ

ギ
ア
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
走
る
こ

と
が
好
き
で
、
休
日
は
、
地
域
の
小
学

生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
指
導
や
駅
伝
に

出
場
し
て
い
ま
す
。

　
父
が
営
む
自
動
車
整
備
工
場
「
広
浜

モ
ー
タ
ー
ス
」
で
働
い
て
２
年
目
に
な

り
ま
す
。
毎
日
学
ぶ
こ
と
が
多
く
て
、

仕
事
も
趣
味
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

幟
立 

晃
汰 

さ
ん 

（24）

の
ぼ
り
た
て

こ
う

た

北
広
島
町

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

パ
ー
ト
ナ
ー

ふ
じ

た
か

せ
い

ご
う

世
羅
町

藤
高 

成
剛 

さ
ん 

(69)

こ
う
ひ
ん

毎
週
水
曜
日
発
行

年
間
購
読
料
5
5
2
0
円

《
試
し
読
み
・
購
読
の
申
し
込
み
は
、

　
最
寄
り
の
支
所
等
へ
》

※
共
済
委
員
、
損
害
評
価
員
さ
ん
な
ど
に
は

　
購
読
料
の
一
部
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　
農
政
や
農
業
保
険
、
営
農
技
術

や
資
材
に
関
す
る
話
題
の
ほ
か
、

中
国
５
県
を
は
じ
め
全
国
各
地
の

農
家
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
な

ど
、
幅
広
く
、
役
立
つ
情
報
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
や

家
族
で
楽
し
め
る
ページ
も
！

２
カ
月
無
料
の

試
し
読
み
も

受
付
中
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中



野﨑 幸雄 組合長理事

組
合
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

　
総
代
の
皆
さ
ま
に
は
、
組
合
の
運
営

に
格
別
の
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す

こ
と
に
、
深
く
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

　
年
明
け
早
々
の
１
月
１
日
、
石
川
県

能
登
地
方
を
震
源
と
し
、
最
大
震
度
７

の
激
し
い
揺
れ
を
観
測
し
た
、
能
登
半

島
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
４

月
17
日
に
は
、
豊
後
水
道
で
最
大
震
度

６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、
広
島
県
で
も

震
度
４
を
観
測
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
災
害
は
、
い
つ
発
生
す
る
か
予
測
が

難
し
く
、
防
ぐ
こ
と
も
困
難
な
こ
と
か

ら
、
農
業
者
に
と
っ
て
収
入
保
険
と
農

業
共
済
が
果
た
す
役
割
は
、
ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
、

農
業
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ

る
農
業
保
険
の
加
入
推
進
に
、
組
織
を

挙
げ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
「
農
政
の
憲
法
」
と
さ

れ
る
、
「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本

法
」
が
四
半
世
紀
を
経
て
初
め
て
改
正

さ
れ
ま
し
た
。
法
律
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
農
業
の
持
続
的
な
発
展
」
の
た

め
、
農
業
保
険
を
通
じ
、
貢
献
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
団
体
で
は
、
昨
年
度
か

ら
、
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
「
よ
り
身
近

に
、
よ
り
丁
寧
に
、
農
家
の
も
と
へ
」

の
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
役
職
員

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
家
に
出
向
き
、

各
々
の
経
営
・
生
活
実
態
に
即
し
た
最

適
な
加
入
プ
ラ
ン
を
提
案
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
組
合
は
、
平
成
26
年
の
県
内
１
組

合
化
以
降
、
本
年
で
11
年
目
と
な
り
ま

し
た
。
今
後
と
も
、
地
域
の
実
情
を
踏

ま
え
つ
つ
、
業
務
の
合
理
化
・
効
率
化

を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
農
家
サ
ー

ビ
ス
の
維
持
・
充
実
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

農
家
に
寄
り
添
っ
た
事
業
推
進
を

提
出
さ
れ
た
議
案

全
８
議
案
を
承
認
可
決

祝
辞
を
い
た
だ
い
た
来
賓

　
組
合
員
の
代
表
で
あ
る
総
代
が
、

事
業
計
画
や
予
算
な
ど
の
組
合
運

営
の
意
思
決
定
を
す
る
機
関
で
す
。

通
常
総
代
会
は
事
業
年
度
ご
と
に

１
回
、組
合
の
理
事
が
招
集
し
ま
す
。

総
代
会
と
は

議長を務められた

有田 隆則 総代 （東広島市安芸津町）

広島県農林水産局

大濵 清 局長
農林水産省 中国四国農政局 広島県拠点

関 学 地方参事官

特集
第11回 通常総代会開催第11回 通常総代会開催

　
広
島
県
農
業
共
済
組
合
（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
）
は
令
和
６
年
６
月

12
日
、
広
島
市
東
区
の
広
島
ガ
ー

デ
ン
パ
レ
ス
で
第
11
回
通
常
総
代

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
総
数
１
５
１
名
の
う
ち
１

４
７
名
（
本
人
出
席
40
名
、
書
面

で
の
出
席
１
０
７
名
）
の
出
席
を

い
た
だ
き
、
令
和
５
年
度
の
事
業

実
績
報
告
や
令
和
６
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
、
提
出
し
た
全
８
議
案

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー
ト

運
動
２
年
次
、
農
業
保
険
を
農
業

の
生
産
現
場
に
よ
り
深
く
浸
透
さ

せ
、
す
べ
て
の
農
業
者
に
提
供
す

る
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

第
１
号
議
案

令
和
５
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及
び
剰
余
金

処
分
案
並
び
に
不
足
金
処
理
案
に
つ
い
て

　
４
ペ
ー
ジ
参
照

第
2
号
議
案

令
和
6
年
度
事
業
計
画
設
定
に
つ
い
て

　
５
ペ
ー
ジ
参
照

第
3
号
議
案

令
和
６
年
度
事
務
費
賦
課
額
及
び
賦
課
方

法
に
つ
い
て

　
事
務
費
賦
課
額
　
５
億
１
２
８
４
万
円

第
4
号
議
案

令
和
６
年
度
役
員
報
酬
、
顧
問
料
、
損
害

評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
会
支
所
委
員
、

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
、
損
害
評
価
員
及

び
共
済
委
員
等
の
手
当
支
給
額
に
つ
い
て

第
5
号
議
案

令
和
６
年
度
に
お
け
る
借
入
金
の
最
高
限

度
額
に
つ
い
て

　
借
入
限
度
額
　
２
億
円

第
６
号
議
案

令
和
６
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
に
つ
い
て

広
島
県
信
用
農
業
協
同
組
合
連
合
会
な
ど
県

内
11
金
融
機
関

第
7
号
議
案

実
施
体
制
の
改
善
計
画
の
一
部
変
更
に
つ

い
て第

８
号
議
案

損
害
評
価
会
委
員
及
び
損
害
評
価
会
支
所

委
員
の
退
任
及
び
補
充
選
任
に
つ
い
て

03 022024  第40号

特 集 第11回 通常総代会開催第11回 通常総代会開催 農業保険をすべての農家へ農業保険をすべての農家へ



害
や
踏
み
荒
ら
し
の
被
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

●
未
加
入
者
へ
の
戸
別
訪
問
や
新
規

就
農
者
の
加
入
に
よ
り
、
引
受
け
は

増
加
し
ま
し
た
。

●
８
月
の
台
風
６
号
や
強
風
に
よ

り
、
施
設
本
体
、
被
覆
材
に
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

●
他
共
済
へ
の
移
行
や
無
人
住
宅
の

増
加
な
ど
に
よ
り
、
火
災
共
済
・
総

合
共
済
と
も
に
、
引
受
棟
数
、
共
済

金
額
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
令
和
４
年
の
積
雪
に
よ
る
事
故
の

支
払
い
が
多
く
あ
り
、
事
故
棟
数
、

共
済
金
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。

●
高
齢
化
等
に
よ
る
離
農
や
農
機
具

の
廃
棄
な
ど
で
引
受
台
数
は
減
少
し

ま
し
た
が
、
法
人
等
の
大
型
農
機
具

の
引
受
け
な
ど
に
よ
り
共
済
金
額
は

増
加
し
ま
し
た
。

●
事
故
台
数
、
共
済
金
と
も
に
減
少

し
ま
し
た
。
衝
突
、
接
触
、
転
覆
な

ど
稼
働
中
の
事
故
台
数
が
全
体
の

89
・
８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度

事
業
実
績
報
告

12,798
51

83,564
24,881

121
1

50
5,021

91,453
9,399

ｈａ

ｈａ

頭

頭

ｈａ

ｈａ

ｈａ

棟

棟

台

22,391
17

548
571
617

5
35

1,475
45,697
4,020

（収穫）

（死廃）
（病傷）

（樹体）

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

戸

農作物（水稲）
農 作 物（ 麦 ）

家 畜

果 樹

畑作物（大豆）
園 芸 施 設
建 物
農 機 具

共済金
（お支払いした共済金）

共済金額
（組合が補償する額）

被害数量

支　払　実　績引　受　実　績

引受数量引受戸数共済の種類

合　計 合　計

ｈａ

ｈａ

頭

件

ｈａ

ｈａ

ｈａ

棟

棟

台

216
6

5,592
21,225

5
0

22
69

1,163
99

◀
令
和
５
年
度 

事
業
実
績
表

3,900
6

26,608
25,215

215
0

18
562

41,707
3,934

102,164

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円
※四捨五入により合計と合わない場合があります

※四捨五入により合計と合わない場合があります

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

1,024,159
152

1,956,490
74,045
44,294
2,919
564

587,974
105,595,779

2,144,360
111,430,738

（収穫）

（死廃）
（病傷）

（樹体）

亡
廃
用
共
済
で
は
、
引
受
頭
数
、
共

済
金
額
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。
疾

病
傷
害
共
済
で
は
、
引
受
頭
数
は
減

少
し
ま
し
た
が
、
危
険
段
階
別
共
済

掛
金
率
設
定
改
正
後
、
初
め
て
の
引

受
け
に
伴
い
、
共
済
金
額
は
増
加
し

ま
し
た
。

●
死
廃
事
故
、
病
傷
事
故
そ
れ
ぞ

れ
、
頭
数
（
件
数
）
、
共
済
金
と
も

に
減
少
し
ま
し
た
。

●
高
齢
化
に
よ
る
規
模
縮
小
、
廃

園
、
伐
採
、
改
植
な
ど
に
よ
る
加
入

中
止
、
収
入
保
険
へ
の
移
行
な
ど
に

よ
り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
イ
ノ
シ
シ
や
カ
ラ
ス
に
よ
る
食
害

や
、
７
月
中
旬
か
ら
の
干
ば
つ
に
よ

る
小
玉
果
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
法
人
な
ど
の
大
型
農
家
が
収
入
保

険
に
移
行
し
た
こ
と
や
、
作
付
け
中

止
、
他
の
作
物
へ
の
転
換
に
よ
り
、

引
受
け
は
減
少
し
ま
し
た
。

●
梅
雨
明
け
か
ら
の
高
温
・
少
雨

に
よ
る
水
不
足
で
、
生
育
不
良
が

発
生
し
ま
し
た
。
中
山
間
部
を
中

心
に
、
シ
カ
に
よ
る
新
芽
の
食

害
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
子
実
の
食

令
和
５
年
度

引
受
・
支
払
実
績
の
概
要

　●
高
齢
化
に
よ
る
離
農
や
収
入
保
険

へ
の
移
行
に
よ
り
、
引
受
面
積
・
共

済
金
額
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。
県

内
の
作
付
面
積
に
対
す
る
引
受
率
は

59
・
４
％
で
、
収
入
保
険
を
含
め
る

と
88
・
５
％
で
し
た
。

●
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
や

踏
み
荒
ら
し
と
い
っ
た
獣
害
が
、
全

域
で
発
生
し
ま
し
た
。
水
不
足
に
よ

る
生
育
不
良
や
、
台
風
に
よ
る
倒
伏

で
穂
発
芽
の
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
ス
ズ
メ
や
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
に

よ
る
食
害
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

●
作
付
け
中
止
や
収
入
保
険
へ
の
移

行
に
よ
り
、
引
受
け
は
減
少
し
ま

し
た
。

●
シ
カ
に
よ
る
新
芽
の
食
害
、
イ
ノ

シ
シ
に
よ
る
食
害
や
踏
み
荒
ら
し
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

●
依
然
と
し
て
畜
産
経
営
に
厳
し
い

状
況
が
続
き
、
酪
農
家
や
和
牛
繁
殖

農
家
の
廃
業
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
死

畑
作
物
共
済（
大
豆
）

園
芸
施
設
共
済

建
物
共
済

農
機
具
共
済

農
作
物
共
済（
水
稲
）

農
作
物
共
済（
麦
）

家
畜
共
済

令和６年度

事業計画

　
令
和
６
年
度
は
、
農
作
物
共
済
を
は
じ
め
と
す
る
収
穫
共

済
に
お
い
て
は
、
充
実
し
た
補
償
を
受
け
ら
れ
る
全
相
殺
方

式
や
品
質
方
式
等
へ
の
移
行
を
推
進
し
ま
す
。
青
色
申
告
者

に
は
、
経
営
実
態
に
即
し
た
提
案
を
行
い
、
収
入
保
険
へ
の

加
入
を
優
先
的
に
推
進
し
ま
す
。

　
無
保
険
者
を
な
く
す
た
め
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
や
実
情
を
把

握
し
、
具
体
的
な
提
案
を
行
う
な
ど
、
農
業
者
の
立
場
に
立

っ
た
推
進
を
行
い
ま
す
。

《引受規模と共済金額》
引受目標総共済金額 １兆1,143億円

面　　積

共済金額

頭　　数

共済金額

面　　積

共済金額

面　　積

共済金額

棟　　数

共済金額

棟　　数

共済金額

台　　数

共済金額

1,207,929ａ
93億3,436万円農作物共済

104,167頭
197億2,564万円家 畜 共 済

12,708ａ
4億9,257万円果 樹 共 済

4,958ａ
530万円畑作物共済
5,190棟

60億6,504万円園芸施設共済
91,700棟

1兆570億4,000万円建 物 共 済
9,480台

216億1,000万円農機具共済

令和６年度

業務収支
予算

　
収
入
は
、
事
務
費
負
担
金
な

ど
の
国
庫
補
助
金
や
事
業
か
ら

受
け
入
れ
る
金
額
が
主
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
賦
課
金
や

収
入
保
険
事
業
の
受
託
収
入
も

組
合
の
重
要
な
収
入
で
す
。

　
支
出
で
は
、
人
件
費
や
旅

費
、
光
熱
費
や
事
務
機
器
・
公

用
車
リ
ー
ス
料
な
ど
の
事
務
所

等
の
維
持
費
用
が
多
く
、
業
務

費
に
は
会
議
費
や
共
済
委
員
等

報
酬
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
事
業
推
進
や
広
報
活
動
の

費
用
に
は
、
共
済
委
員
へ
の
報

酬
、
広
報
紙
の
作
成
費
な
ど
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

総
額
14
億
４
４
７
３
万
円

役職員の人件費・旅費

事務費

業務費

事業推進や広報活動の費用

事務所等の維持費用など

損害評価に要する費用

損害防止事業に要する費用

税金などの諸税負担

その他

　　　　　　  合　　　計

108,179
4,043
7,591
6,614
8,666
1,888
1,124
1,842
4,526

144,473

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

業務支出
前年度からの繰越金  

国などからの補助金  

収入保険事業の受託収入など  

組合員から納められる賦課金  

損害防止事業で農家から受け入れる金額  

預金の利息  

事業から受け入れる金額  

各種引当金戻入  

その他  

　　　　　　  合　　　計

業務収入 予算額予算額

251
67,325
4,715
4,635
967

3,647
56,825
3,996
2,112

144,473

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

果
樹
共
済
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参
　
事 

川
邉 

龍
蔵

《
監
査
室
》

室
　
長 

池
田 

和
夫

室
長
代
理 

岡
本 

大
祐

　
　
　
　 

西
村 

崇

《
総
務
部
》

部
　
長 

山
口 

貴
雅

■
総
務
課

課
　
長 

廣
山 

聖
志

課
長
代
理 

森
田 

泰
之

課
長
代
理 

冨
原 

直
栄

　
　
　
　 

内
藤 

雅
史

　
　
　
　 

山
﨑 

奈
緒

　
　
　
　 

井
手
口 

倫
子

　
　
　
　 

香
川 

佳
澄

■
企
画
情
報
課

課
　
長 

石
丸 

貞
之

　
　
　
　 

髙
畑 

武
生

　
　
　
　 

田
中 

克
枝

　
　
　
　 

谷
本 

義
樹

　
　
　
　 

岩
田 

浩
希

　
　
　
　 

塩
田 

蒼

《
事
業
部
》

部
　
長 

岩
見 

宏
伸

■
収
穫
園
芸
課

課
　
長 

石
井 

勇

課
長
代
理 

井
原 

眞
悟

　
　
　
　 

高
橋 

諭
史

　
　
　
　 

坂
下 

順
一

　
　
　
　 

元
村 

弘

■
建
物
農
機
具
課

課
　
長 

重
光 

俊
幸

課
長
代
理 

重
村 

高
徳

　
　
　
　 

佐
々
木 

隆
彦

　
　
　
　 

伊
藤 

英
里

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

岩
見 
宏
伸(

兼
務
）

課
長
代
理 

酒
井 
政
博

　
　
　
　 

横
山 

久
泰

　
　
　
　 

伊
藤 

有
華

《
家
畜
部
》

部
　
長 

岡
本 

誠

■
家
畜
課

課
　
長 

近
藤 

宏
顕

課
長
代
理 

竹
内 

貴
法

　
　
　
　 

前
山 

有
紀

　
　
　
　 

松
本 

一
樹

　
　
　
　 

宮
田 

俊
昭

■
家
畜
臨
床
研
修
所

所
　
長 

金
子 

宗
平

　
　
　
　 

髙
嶋 

実
和

　
　
　
　 

稲
場 

緑(

兼
務
）

　
　
　
　 

安
田 

奏
平(

兼
務
）

■
東
広
島
家
畜
診
療
所

所
　
長 

金
子 

宗
平(

兼
務
）

　
　
　
　 

髙
嶋 

実
和(

兼
務
）

　
　
　
　 

稲
場 

緑

　
　
　
　 

安
田 

奏
平

　
　
　
　 

前
田 

陽
平

本
所

■
北
広
島
家
畜
診
療
所

所
　
長 

玉
川 

朋
治

　
　
　
　 

江
口 

佳
菜

　
　
　
　 

河
内 

実
香

　
　
　
　 

東
谷 

暁
人

　
　
　
　 

笠
井 

寛
史

　
　
　
　 

廣
瀬 

美
紀

　
　
　
　 

鎌
谷 

汐
里

　
　
　
　 

大
川 

雄
三

■
府
中
家
畜
診
療
所

所
　
長 

伊
集
院 

潔

　
　
　
　 

瀧
奥 

健
吾

　
　
　
　 

樫
葉 

一
郎

　
　
　
　 

福
本 

宜
幸

　
　
　
　 

網
屋 

果
琳

　
　
　
　 
向
井 

理
佐
子

　
　
　
　 
谷
川 

実
寿
恵

　
　
　
　 
堀
口 
実
奈

　
　
　
　 

■
庄
原
家
畜
診
療
所

所
　
長 

酒
井 

亮

　
　
　
　 

伊
藤 

弥
毅

　
　
　
　 

林
原 

安
里

　
　
　
　 

茶
川 

元
樹

　
　
　
　 

森
川 

桃
子

■
三
次
家
畜
診
療
所

所
　
長 

伊
集
院 

潔(

兼
務
）

次
　
長 

石
橋 

朝
子

　
　
　
　 

堀
口 

華
奈

　
　
　
　 

榎
元 

淳
斗

支
所
長 

小
川 

隆
宏

家
畜
診
療
所
等

職
員
紹
介

■
管
理
課

課
　
長 

小
川 

隆
宏(

兼
務
）

　
　
　
　 

吉
森 

勝
文

　
　
　
　 

越
智 

愛
未

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

木
光 

崇
雄

　
　
　
　 

盛
定 

義
統

　
　
　
　 

京
極 

真
一
郎

　
　
　
　 

狭
間 

貴
宏

　
　
　
　 

和
田 

継
信

　
　
　
　 

後
藤 

圭

　
　
　
　 

松
浦 

宏
明

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

小
田 

純
之

　
　
　
　 

奥
田 

誠

　
　
　
　 

井
手 

基
文

　
　
　
　 

横
関 

麻
衣

　
　
　
　 

古
川 

敦
士

　
　
　
　 

平
田 

光
希

　
　
　
　 

吉
崎 

浩
司

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

小
川 

隆
宏(

兼
務
）

　
　
　
　 

今
田 

信
男

　
　
　
　 

宇
佐
美 

崇

　
　
　
　 
古
川 

敦
士(

兼
務
）

■
廿
日
市
出
張
所

出
張
所
長 

槇
本 
慎
太
郎

　
　
　
　 

大
下 
育
栄

　
　
　
　 

黒
杭 

洋
造

　
　
　
　 

谷
川 

秀
樹

　
　
　
　 

土
井 

雅
史

　
　
　
　 

安
田 

沙
織

　
　
　
　 

岡
崎 

翔
太

　
　
　
　 

矢
野 

香
里

　
　
　
　 

小
林 

直
登

　
　
　
　 

小
早
川 

栞
奈

　
　
　
　 

山
本 

啓
太
郎

　
　
　
　 

狭
間 

法
好

東
広
島
支
所

役
員
の
退
任
お
よ
び
新
役
員
の
就
任
に
つ
い
て

北
広
島
支
所

支
所
長 

大
下 

尚
紀

■
管
理
課

課
　
長 

大
下 

尚
紀(

兼
務
）

　
　
　
　 

藤
澤 

宏
行

　
　
　
　 

石
川 

佐
智
子

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

若
鳥 

圭
介

　
　
　
　 

山
形 

直
之

　
　
　
　 

出
来
田 

昭
之

　
　
　
　 

江
崎 

譲

　
　
　
　 

東 

美
恵
子

　
　
　
　 

三
王 

健
文

　
　
　
　 

行
村 

花
菜

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

和
田 

勝

　
　
　
　 

近
藤 

真
一

　
　
　
　 

松
村 

知
彦

　
　
　
　 

矢
野 

健
太

　
　
　
　 

喜
藤 

陽
香

　
　
　
　 

山
本 

康
介

　
　
　
　 

松
永 

泰
知

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

大
下 

尚
紀(

兼
務
）

　
　
　
　 

山
形 

直
之(

兼
務
）

　
　
　
　 

光
永 

真
史

　
　
　
　 

上
田 

勇
希

■
江
田
島
連
絡
所

　
　
　
　 

今
岡 

昌
士

　
　
　
　 

蔵
下 

依
子

支
所
長 

竹
田 

靖

■
管
理
課

課
　
長 

竹
田 

靖(

兼
務
）

　
　
　
　 

竹
本 

真
由
美

　
　
　
　 

榊 

花
織

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

小
川 

尚
哉

　
　
　
　 

角
谷 

修
司

　
　
　
　 

真
田 

朋
典

　
　
　
　 

田
中 

千
絵

　
　
　
　 

池
田 

智
也(

兼
務
）

　
　
　
　 

松
谷 

祐
季

　
　
　
　 

竹
川 

剛
司

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

尾
越 

徳
昭

　
　
　
　 

矢
吹 

良
枝

　
　
　
　 

小
林 

瑞
穂

　
　
　
　 

石
原 

達
也

　
　
　
　 

藤
本 

聡
史

　
　
　
　 

西
部 

吉
次

福
山
支
所

農
家
の
皆
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

農
家
の
皆
さ
ま
、

よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

竹
田 

靖(

兼
務
）

　
　
　
　 

廣
田 

倫
孝

　
　
　
　 

田
中 

千
絵(

兼
務
）

　
　
　
　 

池
田 

智
也

■
府
中
出
張
所

出
張
所
長 

森
藤 

ひ
と
み

　
　
　
　 

佐
々
木 

一
浩

　
　
　
　 

増
田 

真
理
子

　
　
　
　 

国
実 

哲
弘

　
　
　
　 

中
村 

道
明

　
　
　
　 

谷
口 

知
明

　
　
　
　 

中
谷 

綾
子

　
　
　
　 

支
所
長 

地
京 

弘
敏

■
管
理
課

課
　
長 

地
京 

弘
敏(

兼
務
）

　
　
　
　 

島
田 

姫
里

　
　
　
　 

谷
藤 

左
千
子

■
第
１
事
業
課

課
　
長 

新
矢 

睦
巳

　
　
　
　 

加
藤 

広
彰

　
　
　
　 

矢
野 

博
登

　
　
　
　 

山
中 

崇

　
　
　
　 

成
相 

真
宏

　
　
　
　 

片
山 

元
喜

　
　
　
　 

小
原 

慧
亮

三
次
支
所

鎌谷 汐里
（北広島家畜診療所）

榎元 淳斗
（三次家畜診療所）

廣瀬 美紀
（北広島家畜診療所）

越智 愛未
（北広島支所 管理課）

谷川 実寿恵
（府中家畜診療所）

堀口 実奈
（府中家畜診療所）

●
退
職
者

令
和
６
年
３
月
31
日
付

小
林 

公
美
子

　
（
総
務
部 

経
理
課 

課
長
）

大
下 

克
史

　
（
家
畜
部 

三
次
家
畜
診
療
所 

所
長
）

坂
本 

真
由
美

　
（
東
広
島
支
所 

管
理
課 

主
幹
）

４
月
か
ら

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

仲
間
に
な
り
ま
し
た
の

令
和
６
年
３
月
15
日
に
行
わ
れ
た
臨
時
総
代
会
に
お
い
て
、

欠
員
に
伴
う
役
員
選
任
を
行
い
、
新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

●
就
任

令
和
６
年
３
月
14
日
付
け
で

理
事
が
退
任
し
ま
し
た
。

●
退
任

理
事 

石
田 

裕
靖
（
世
羅
町
）

■
第
２
事
業
課

課
　
長 

稲
岡 

大
介

　
　
　
　 

小
松
原 

康
弘

　
　
　
　 

阿
賀 

孝
則

　
　
　
　 

瀧
口 

真
弓

　
　
　
　 

片
岡 

高
志

　
　
　
　 

生
田 

直
也

　
　
　
　 

白
石 

美
智
香

■
収
入
保
険
課

課
　
長 

地
京 

弘
敏(

兼
務
）

　
　
　
　 

加
藤 

広
彰(

兼
務
）

　
　
　
　 

前
山 

岳
彦

　
　
　
　 

横
川 

勝
俊

理
事 

藤
岡 

毅

本所　　支所 出張所

家畜診療所等連絡所

本所・支所等の区域

竹原市

呉市

呉市

大崎上島町

尾道市

尾道市

尾道市 福山市

府中市世羅町

神石高原町

庄原市

三次市

安芸高田市

北広島町

安芸太田町

府中出張所

府中家畜診療所北広島家畜診療所

家畜臨床研修所
東広島家畜診療所

三次支所北広島支所

東広島支所

本所

江田島連絡所

三原市
広島市

広島市

江田島市

府中町
海田町
熊野町

坂町

広島市
佐伯区 広島市安佐南区

広島市安佐北区

廿日市市

大竹市

福山支所

廿日市出張所

東広島市

呉市

三次家畜診療所
庄原家畜診療所

えのかまたに しお り

たに がわ み ずお ち まな み え

もと じゅん と

ほりぐち み なひろ せ み き
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園
芸
施
設
共
済

台風被害を受けたハウス

※20m/sの風速で、人は風に向かって歩けなくなったり、屋根瓦・屋根葺材が
剥がれ始めるようになります。（気象庁ホームページより抜粋）

　
こ
の
事
業
の
対
象
は
牛
を
共
済
目

的
と
し
て
、
死
亡
廃
用
共
済
（
事
故

除
外
区
分
１
号
イ
、
２
号
イ
を
除

く
）
ま
た
は
、
疾
病
傷
害
共
済
に
加

入
さ
れ
て
い
る
組
合
員
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
事
業
内
容
は
、
畜
舎
へ
の
細
菌
や

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
、
加

入
頭
数
に
応
じ
て
消
石
灰
（
１
袋
20

㎏
）
を
配
布
し
ま
す
。

　
６
月
以
降
、
最
寄
り
の
支
所
等
よ

り
順
次
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
畜
舎
消
毒
事
業
に
つ
い
て

は
令
和
５
年
度
で
終
了
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
、
家
畜

共
済
加
入
者
の
申
請
に
基
づ
き
、
共

済
掛
金
を
分
割
し
て
支
払
う
場
合
の

分
割
回
数
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
死
亡
廃
用
共
済
・
疾
病
傷
害
共
済
へ

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
場
合
、
共
済
掛

金
期
間
ご
と
の
共
済
掛
金
（
事
務
費
賦

課
金
・
防
災
賦
課
金
を
除
く
）
の
合
計

が
５
万
円
以
上
の
場
合
は
３
回
、
10
万

円
以
上
の
場
合
は
３
回
ま
た
は
６
回
に

分
割
し
て
支
払
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

死
亡
廃
用
共
済
、
疾
病
傷
害
共
済
の
ど

ち
ら
か
一
方
だ
け
の
加
入
も
同
様
の
取

り
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
令
和
６
年
度
よ
り
家
畜
の
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
家
畜
共
済

疾
病
予
防
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
加
入
さ
れ
た
園
芸
施
設
本
体
に
加
え
、

暖
房
施
設
な
ど
の
附
帯
施
設
も
補
償
の

対
象
に
追
加
で
き
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
３
：
未
被
覆
期
間
も

本
体
を
補
償

　
ビ
ニ
ー
ル
を
被
覆
し
て
い
な
い
期
間

も
含
め
た
１
年
間
が
補
償
期
間
の
た
め
、

未
被
覆
期
間
も
本
体
を
補
償
し
ま
す
。

※
栽
培
す
る
作
物
を
販
売
し
、
青
色
申

告
を
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
収
入
保
険

へ
の
ご
加
入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　
園
芸
施
設
共
済
に
加
入
さ
れ
被
害
に

遭
わ
れ
た
と
き
に
、
状
況
確
認
が
で
き

な
い
と
共
済
金
を
お
支
払
い
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
最
寄
り
の
支
所

等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
ポ
イ
ン
ト
１
：
補
償
額
の
上
乗

せ
特
約

　
特
約
を
付
加
す
れ
ば
、
築
年
数
に
か

か
わ
ら
ず
最
大
で
新
築
時
の
資
産
価
値

ま
で
補
償
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　
被
害
を
受
け
た
施
設
本
体
お
よ
び
附

帯
施
設
に
つ
い
て
、
復
旧
を
条
件
に
、

新
築
時
の
資
産
価
値
の
最
大
８
割
ま
で

補
償
し
ま
す
。

　
補
償
割
合
８
割
を
選
択
し
た
場
合

は
、
１
割
も
し
く
は
２
割
を
追
加
で

き
、
追
加
分
と
合
わ
せ
て
最
大
で
新
築

時
の
資
産
価
値
ま
で
補
償
し
ま
す
。

　
被
害
に
よ
る
園
芸
施
設
の
解
体
な
ら

び
に
廃
材
の
搬
出
お
よ
び
処
分
に
伴
う

費
用
を
補
償
し
ま
す
。

●
ポ
イ
ン
ト
２
：
ハ
ウ
ス
本
体
に

附
帯
す
る
施
設
も
補
償
対
象
に

お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

400頭以上

400頭未満

200頭未満

100頭未満

50頭未満

25頭未満

200頭 ～

100頭 ～

50頭 ～

25頭 ～

1頭 ～

6袋

5袋

4袋

3袋

2袋

1袋

加入頭数

配布基準

配布数

農業共済事業

 

台
風
に
よ
る
強
風
や
水
害
は
、
ハ
ウ

ス
を
用
い
た
栽
培
に
は
大
変
な
脅
威

と
な
り
ま
す
。

　
大
切
な
ハ
ウ
ス
を
守
り
農
業
経
営

の
安
定
を
図
る
た
め
、
日
頃
の
点
検

に
加
え
て
園
芸
施
設
共
済
へ
加
入
を

し
ま
し
ょ
う
。

●
点
検
を
し
て
対
策
を

台
風
シ
ー
ズ
ン
と

な
り
ま
し
た

 

令
和
６
年
３
月
に
、
全
相
殺
方
式
・

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式
の
対
象
組
合

員
99
戸
へ
、
共
済
金
６
１
５
万
円
を
お

支
払
い
し
ま
し
た
。
令
和
５
年
12
月
に

お
支
払
い
し
た
半
相
殺
方
式
の
共
済
金

と
合
わ
せ
る
と
、
対
象
組
合
員
６
７
７

戸
へ
、
共
済
金
３
８
９
９
万
９
４
６
８

円
の
お
支
払
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
提
出
い
た
だ
い
た
「
水
稲
共
済
加
入

申
込
書
兼
変
更
届
出
書
（
営
農
計
画

書
）」に
基
づ
き
、「
水
稲
共
済
加
入
承

諾
書
兼
共
済
掛
金
等
払
込
通
知
書
」
を
お

届
け
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
う
え
、

期
限
内
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

畑
作
物
共
済

　
令
和
６
年
３
月
に
、
対
象
組
合
員
14

戸
へ
、
共
済
金
17
万
５
８
０
１
円
を
お

支
払
い
し
ま
し
た
。

　
主
な
被
害
は
、
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に

よ
る
食
害
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
踏
み
荒

ら
し
、
干
害
に
よ
る
生
育
不
良
で
す
。

　　
提
出
い
た
だ
い
た
「
畑
作
物
共
済

加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
」
に
基

づ
き
、「
畑
作
物
共
済
掛
金
等
払
込
通

知
書
兼
内
容
通
知
書
」
を
お
届
け
し

ま
す
。
内
容
を
確
認
の
う
え
、
期
限

内
に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
６
年
産
の
掛
金
は

期
限
内
に
納
入
を

令
和
６
年
産
掛
金
の

納
入
は
期
限
内
に

令
和
５
年
産
大
豆
の

共
済
金
を
支
払
い
ま
し
た

【
納
入
期
限
】
令
和
６
年
８
月
14
日

【
納
入
期
限
】
令
和
６
年
７
月
31
日

農
作
物
共
済

令
和
５
年
産
水
稲
の
共
済
金

支
払
い
が
完
了
し
ま
し
た

●
期
限
内
に
共
済
掛
金
等
の
納
入
が
な
い
と
き
は
、
共
済
関
係
が
解
除
に
な

り
ま
す
。被
害
が
発
生
し
て
も
、
損
害
評
価
や
共
済
金
の
支
払
い
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

家
畜
共
済

家
畜
共
済
掛
金
の
分
納

回
数
の
変
更
に
つ
い
て

家
畜
共
済
疾
病
予
防
事
業

実
施
に
つ
い
て

09 2024  第40号 08

◎
園
芸
施
設
共
済

　
お
す
す
め
ポ
イ
ン
ト

◎最近の台風被害

令和4年の台風被害で、約745万円の共済金を支払いました。

令和４年　台風11号の最大瞬間風速
・高野（庄原市）　25.7m/s

令和４年　台風14号の最大瞬間風速
・本郷（三原市）　27.8m/s
・呉　（呉市）　　27.5m/s

・福山（福山市）　24.0m/s
・広島（広島市）　22.9m/s

復
旧
費
用
特
約

（
被
覆
材
は
補
償
対
象
外
）

特
約
①

付
保
割
合
追
加
特
約

（
被
覆
材
は
補
償
対
象
外
）

特
約
②

撤
去
費
用
特
約

特
約
③

パ
イ
プ
の
地
際
に
さ
び
や

腐
食
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

強
度
が
落
ち
て
い
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

パ
ッ
カ
ー
、
ス
プ
リ
ン
グ

（
留
め
具
）
の
緩
み
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

隙
間
か
ら
風
が
吹
き
込
む

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

被
覆
材
を
メ
ー
カ
ー
の

耐
用
年
数
よ
り
長
く

使
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

耐
風
性
が
低
下
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

100

80

40

0 10

（
補
償
金
額
）

（%）

（経過年数）
耐用年数10年間

※特約を両方付加した場合〈パイプハウスの場合〉

標準コースの補償額

特約②

特約①



お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。

加入申込書の記入例
「門垣塀その他工作物明記」欄について

農
機
具
共
済

ご
加
入
中
の
農
機
具
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
か

米
45%

野菜
22%

果実
11%

豆類
4%

麦類
4% 雑穀

3%

加入
UP
！花き

3%

その他
8％

カーポート含む 含

農業共済事業
事業のお知らせ事業のお知らせ

収入保険事業

①
営
農
計
画
の
変
更
時
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
作
付
け
す
る
農
作
物
の
種
類
や
面
積
、
作
付
回
数
の
変

更
、
栽
培
の
中
止
等
で
営
農
計
画
が
変
更
と
な
る
場
合

は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
農
産
物
の
販
売
収
入
が
１
割
以
上
減
少
す
る
よ
う
な
事

故
が
発
生
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

被
害
が
大
き
い
場
合
は
、
事
故
状
況
の
写
真
を
撮
影
し
、

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
故
の
報
告
が
な
か
っ
た
場
合
、
保
険
金
等
が
支
払
わ

れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

③
帳
簿
等
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す

　
農
作
業
日
誌
や
農
作
物
の
販
売
に
関
す
る
帳
簿
な
ど
を

作
成
し
、
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
が
発
生
し
た
際
に
、
状
況
確
認
の
た
め
提
出
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
自
然
災
害
や
市
場
価
格
の
低
下
等
さ
ま
ざ
ま
な
経
営

リ
ス
ク
に
対
応
し
た
収
入
保
険
へ
の
加
入
者
が
増
え
て

お
り
、
令
和
５
年
度
の
加
入
は
、
全
国
で
約
９
万
８
千

件
と
な
り
ま
し
た
。

　
広
島
県
内
で
は
、
１
４
９
４
件
の
ご
加
入
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 発

足
当
初
と
比
べ
て

加
入
者
が
６
倍
に

発
足
当
初
と
比
べ
て

加
入
者
が
６
倍
に

保
険
期
間
中
の
留
意
事
項

保
険
期
間
中
の
留
意
事
項

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

平成
30年度

令和
元年度

令和
2年度

令和
3年度

令和
4年度

令和
5年度

244

423

765

1,213

1,414
1,494

　
水
稲
約
1

㌶
と
、
カ
ボ

チ
ャ
や
キ
ャ

ベ
ツ
な
ど
の

多
品
目
野
菜

1
・
6
㌶
を

栽
培
し
て
い

ま
す
。

　
２
０
１
８

年
の
西
日
本

豪
雨
で
農
地
に
大
き
な
被
害
を
受
け
た
こ

と
も
あ
り
、
収
入
保
険
に
は
、
翌
年
制
度

化
さ
れ
て
す
ぐ
に
加
入
し
ま
し
た
。

　
昨
今
の
農
業
は
必
要
経
費
の
高
騰
が
顕

著
で
す
が
、
専
業
農
家
の
私
は
、
収
入
を

確
保
で
き
な
い
と
農
業
の
継
続
も
生
活
し

て
い
く
こ
と
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
い
つ

起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
万
が
一
へ
の
備
え

と
し
て
、
今
後
も
加
入
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
体
力
に
合
わ
せ
た
農
業

を
、
長
く
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

の

声声

加
入
者三

原
市
本
郷
町

花
岡 
達
男
さ
ん

お
か

は
な

た
つ

お

（73）

・
事
故
の
発
生
年
月
日

・
事
故
が
発
生
し
た
農
産
物
の
種
類

・
事
故
の
内
容

・
数
量
減
少
や
品
質
低
下
の
程
度
等

・
つ
な
ぎ
資
金
の
貸
し
付
け
希
望
の
有
無

〈
連
絡
い
た
だ
く
内
容
〉

令和５年品目別加入者割合 加入者数の推移
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内
に
収
容
さ
れ
て
い
る
家
具
類
や
農
機

具
で
す
。
建
物
・
家
具
類
・
農
機
具
ご

と
に
、
加
入
金
額
を
設
定
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
門
、
垣
、
塀
、
そ
の
他
工
作

物
は
、
申
し
出
に
よ
り
建
物
と
併
せ
て

加
入
い
た
だ
け
ま
す
。
お
申
し
込
み
の

際
に
、
加
入
申
込
書
へ
具
体
的
に
明
記

の
上
、
工
作
物
欄
を
「
含
」
と
訂
正
し

て
く
だ
さ
い
。
（
例
：
ブ
ロ
ッ
ク
塀
、

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス
、
カ
ー
ポ
ー
ト
な
ど
）

　
建
物
共
済
に
は
、
火
災
や
落
雷
な
ど
の

事
故
を
対
象
と
す
る
火
災
共
済
と
、
火

災
な
ど
の
事
故
に
加
え
て
風
水
害
や
雪

害
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
も
補
償
の

対
象
と
す
る
総
合
共
済
が
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
、
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
自
然
災
害
へ
の
備
え
に
、
総
合
共
済

へ
の
加
入
が
お
す
す
め
で
す
。

　
N
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共
済
は
、
広
島

県
内
に
住
所
を
有
し
、
農
業
に
従
事
さ

れ
て
い
る
方
（
法
人
を
含
む
）
の
た
め

の
共
済
制
度
で
す
。

　
補
償
の
対
象
は
、
建
物
お
よ
び
建
物

建
物
共
済
ご
加
入
に

あ
た
っ
て

総
合
共
済
へ
の

加
入
が
お
す
す
め

建
物
共
済

　
総
合
共
済
に
は
、
加
入
で
き
る
建
物
に

制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り

の
支
所
等
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
現
在
加
入
い
た
だ
い
て
い
る
農
機
具

の
買
い
替
え
等
を
さ
れ
た
と
き
は
、
変

更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手
続
き
が

済
ん
で
い
な
い
と
、
事
故
が
発
生
し
た

場
合
に
支
払
い
の
対
象
と
な
り
ま
せ

ん
。
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
最
寄
り
の

支
所
等
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

01　住　宅
普通物件一般造

普通物件一般造

一般

一般

鉄板

瓦

2

1

198.0

132.0
1,200

3,300
含 含 無

含 含 無02　納　屋

門、垣、塀、その他工作物を含む場合は、
具体的に明記してください。
（建物と同一敷地内の物に限ります。）

「含」に訂正し、
訂正印を押して
ください。

●
総
合
共
済
の
ポ
イ
ン
ト

・
１
棟
４
０
０
０
万
円
（
建
物
・
家

具
類
を
合
わ
せ
て
）
ま
で
加
入
で

き
ま
す
。

・
自
然
災
害
（
地
震
等
除
く
）
の
事

故
に
よ
る
損
害
は
、
損
害
額
が
１

万
円
を
超
え
た
場
合
に
支
払
い
の

対
象
に
な
り
ま
す
。

・
地
震
等
に
よ
る
被
害
は
損
害
割
合

が
５
％
以
上
の
場
合
に
支
払
い
対

象
と
な
り
、
加
入
金
額
の
50
％
を

限
度
に
お
支
払
い
し
ま
す
。



　
令
和
５
年
度
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
事
業
推
進
に

尽
力
い
た
だ
い
た
方
々
へ
、
感
謝
状
な
ら
び
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

　
引
受
棟
数
・
共
済
金
額
を
伸
長
さ
せ
る
な
ど
、
建

物
共
済
の
推
進
に
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
未
来
へ
つ
な
ぐ
」

サ
ポ
ー
ト
運
動
表
彰

広島県農業共済
組合長表彰

●
建
物
共
済
の
部
（
個
人
）

　古
土 

譲
（
東
広
島
市
）

　藤
川 

智
敏
（
東
広
島
市
）

 

　大
畑 

豊
昭
（
世
羅
町
）

 

　千
葉 

幸
博
（
福
山
市
）

 

　藤
岡 

裕
士
（
庄
原
市
）

 

（
敬
称
略
）
　

第
１1
回

　膝
痛
や
腰
痛
が
あ
る
方
、
肩
凝
り
の
あ

る
方
に
も
お
勧
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
で
す
。

ふ
く
ら
は
ぎ
の
こ
む
ら
返
り
を
治
す
こ
と

も
で
き
ま
す
。

豆

健
康

コ
ラ
ム

ま
め

膝
痛
を
予
防
・
改
善
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ

ひ
ざ

つ
う

　膝
を
支
え
る
筋
肉
で
あ
る
、
も
も
と
お

尻
の
外
側
の
筋
肉
を
ほ
ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ

で
す
。
腰
痛
の
予
防
・
解
消
に
も
効
果
が

あ
り
ま
す
。

協
力
／
株
式
会
社 

社
会
保
険
研
究
所

健
康
運
動
指
導
士

一
般
社
団
法
人
ケ
ア
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
普
及
会

監修

膝
が
痛
く
な
る
の
を
予
防
・
改
善
す
る

ス
ト
レ
ッ
チ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

歩
く
前
や
後
に
行
う
と
効
果
的
で
す
。

●
広
島
県
の
農
作
物
被
害
の
状
況

　
広
島
県
の
令
和
4
年
度
の
農
作
物
被
害

額
は
4
億
円
で
、
ピ
ー
ク
時
の
平
成
22
年

度
に
比
べ
て
48
%
に
減
少
し
て
お
り
、
近

年
は
下
げ
止
ま
り
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま

す
（
図
１
）
。

　
獣
種
別
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
全
体

の
64
％
を
占
め
、
次
い
で
シ
カ
が
13
％
、

カ
ラ
ス
が
12
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
イ
ノ

シ
シ
は
、
水
稲
被
害
が
約
1
億
４
千
万
円

と
最
も
多
く
、
次
い
で
果
樹
被
害
が
７
千

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
シ
カ
は
、
水
稲

被
害
が
２
千
４
０
０
万
円
、
野
菜
が
１
千

７
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
被
害
対
策
と
新
た
な
取
り
組
み

　
対
策
と
し
て
は
、
「
餌
や
潜
み
場
を
な

く
す
環
境
改
善
」
、
「
柵
な
ど
を
設
置
し

て
農
地
へ
入
ら
せ
な
い
侵
入
防
止
」
、

「
加
害
す
る
個
体
の
捕
獲
」
を
集
落
ぐ
る

み
で
総
合
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
最
も
効

果
的
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
広
く
周
知

し
、
実
践
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
毎

年
、
市
町
や
農
業
関
係
団
体
の
担
当
者
向

　
イ
ノ
シ
シ
は
令
和
２
年
度
以
降
連
続
し

て
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
シ
カ
は
平
成
29

年
度
か
ら
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
県
は

毎
年
、
集
落
実
態
調
査
で
被
害
の
深
刻
度

を
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
以
前
は
出
て
い

な
か
っ
た
エ
リ
ア
で
被
害
の
報
告
が
あ
り

（
図
２
）
、
生
息
域
が
拡
大
傾
向
に
あ
る

た
め
、
当
該
エ
リ
ア
で
は
早
期
に
シ
カ
対

策
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
の

状
況
と
対
策
に
つ
い
て

広
島
県
の
獣
害
と
対
策

〔
広
島
県
農
林
水
産
局
農
業
技
術
課
〕

黒
田 

恵
美
子

テ
ゴ
ス

け
の
研
修
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
6
年
度
か
ら
、
「
一
般
社
団

法
人
　
広
島
県
鳥
獣
対
策
等
地
域
支
援
機

構
」
（
通
称
「
t
e
g
o
s
」
）
の
高
度
な

技
術
を
有
す
る
専
任
職
員
が
、
集
落
で
の
対

策
の
指
導
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
５
市

町
で
の
活
動
に
な
り
ま
す
が
、
県
は
今
後
、

参
画
市
町
数
を
増
や
し
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
「
一
般
社
団
法
人 

広
島
県
鳥

獣
対
策
等
地
域
支
援
機
構
」

（
通
称
「
t
e
g
o
s
」
）
は
、

県
が
音
頭
を
取
っ
て
市
町
と
連

携
し
な
が
ら
鳥
獣
被
害
対
策
に

取
り
組
む
中
間
支
援
組
織
と
し

て
、
2
0
2
3
年
9

月
に
設
立
さ
れ
、
今

年
4
月
に
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
県
域

で
一
体
的
に
、
民
間

が
鳥
獣
被
害
対
策
を

一
般
社
団
法
人 

広
島
県
鳥
獣
対
策
等
地
域
支
援
機
構  

代
表
理
事
向
谷 

敦
志

行
う
組
織
は
全
国
で
初
め
て
で
す
。

　
会
員
は
、
広
島
県
、
尾
道
市
、
庄
原

市
、
安
芸
高
田
市
、
北
広
島
町
、
神
石
高

原
町
の
6
団
体
で
、
本
部
を
県
農
業
技
術

セ
ン
タ
ー
（
東
広
島
市
）
に
設
置
し
て
い

ま
す
。
こ
の
5
市
町
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
を
１
名
ず
つ
配
置
し
、
市
町
へ

住
民
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
際
、
素
早
く
現

地
対
応
す
る
体
制
を
整
え
た
こ
と
で
、
住

民
か
ら
も
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

な
お
、
尾
道
市
は
7
月
か
ら
配
置
の
予
定

で
す
。

テ
ゴ
ス①

集
中
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン・・・フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
農
家
等
へ

　
の
チ
ラ
シ
の
配
布
、巡
回
、現
地
指
導

②
鳥
獣
被
害
等
の
実
態
調
査
・・・
被
害
状
況
の
マ
ッ
プ
化

③
モ
デ
ル
集
落
等
で
の
現
地
指
導
・・・
各
市
町
10
集
落
程
度
の
集
落
点
検
な
ど

④
鳥
獣
被
害
対
策
交
付
金
活
用
の
提
案
・
支
援

【今後の取り組み】
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現
金
集
金
は

廃
止
し
ま
し
た

　
農
林
水
産
省
の
指
導
に
よ
り
、
共
済

掛
金
等
の
現
金
納
入
が
原
則
禁
止
さ

れ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
も
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
集
金
業
務
を
行
っ
て
い
ま

せ
ん
。
掛
金
の
納
入
忘
れ
に
よ
る
保
険

切
れ
の
防
止
や
、
防
犯
・
安
全
の
確

保
、
納
入
手
続
き
の
利
便
性
向
上
を
図

る
観
点
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
移
行
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
口
座
振
替
の
手
続
き
は
、
す
べ
て
の

金
融
機
関
（
ネ
ッ
ト
銀
行
含
む
）
か
ら

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。
指
定
の
依
頼

書
は
支
所
等
に
ご
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
最
寄
り
の
支
所
等
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

●
や
む
を
得
ず
振
替
口
座
の
登
録
が
で

き
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
当
組
合
指

定
口
座
へ
の
振
り
込
み
ま
た
は
支
所

等
の
窓
口
で
の
支
払
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

指
定
の
依
頼
書
を

ご
提
出
く
だ
さ
い

掛
金
の
納
入
は
口
座
振
替
で

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で

は
、
組
合
か
ら
の
情
報
や
、
農
業
共
済
や
収
入
保
険
に
関

す
る
お
知
ら
せ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
配
信
し
ま

す
。こ

ち
ら
を
読
み
込
ん
で

友
だ
ち
登
録
！

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
と
つ
な
が
ろ
う
！

膝
抱
え
ス
ト
レ
ッ
チ

ふ
く
ら
は
ぎ
と
も
も
の

裏
ス
ト
レ
ッ
チ

出典：全国の野生鳥獣による農作物被害状況に
　　　ついて（令和4年度）／農林水産省HP

出典：広島県鳥獣被害対策に係る集落等実態調査結果

開所式後の説明会の様子（今年4月）

1 イスに座り、右膝を
胸に抱えます。

1 イスに座って右足を伸ばし、
かかとを床につけます。

2

お
尻
の
辺
り
が
伸
び
て
い
る
の

を
意
識
し
ま
し
ょ
う
。手
で
持
つ

位
置
は
膝
の
近
く
に
し
、膝
が

胸
に
届
か
な
く
て
も
、近
づ
け
る

だ
け
で
大
丈
夫
で
す
。

ポイント

体
を
倒
す
加
減
は
、膝
や
も
も

の
裏
が
ぴ
ん
と
張
る
と
こ
ろ
ま

で
に
し
ま
す
。無
理
に
足
先
を
つ

か
も
う
と
し
て
前
傾
す
る
と
膝

が
曲
が
っ
て
効
果
が
上
が
り
に

く
く
な
り
ま
す
。

ポイント

右足を左ももの
外に運び、右膝を
両腕でしっかり抱
えて左胸の方に引
き寄せ20秒キー
プします。

3 左足でも
同様に行います。

回

数の目安

左右
２回ずつ

回

数の目安

左右
２回ずつ

2 足の付け根に手を添え、おへそから体
を前に倒し、ももと膝の裏が伸びたと
感じるところで手を膝の辺りに添えて
20秒キープします。

3 左足でも
同様に行います。

【
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
と
き
の
注
意
点
】

●
息
を
止
め
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
強
い
痛
み
を
感
じ
る
動
作
は
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
イ
タ
気
持
ち
い
い
く
ら
い
に
関
節
や
筋
肉
を
大
き
く
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

〈図1：広島県の獣種別被害金額の推移〉

〈図2：ニホンジカ農業被害〉

（百万円）
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今
回
の
食
材

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と

海
老
の
塩
炒
め

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
ウ
ク

ラ
イ
ナ
が
原
産
の
多
年
草
で
す
。
日
本
に
は
江
戸

時
代
に
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
観
賞
用
と
し
て
伝

え
ら
れ
、
食
用
の
栽
培
と
し
て
は
輸
出
用
缶
詰
の

ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
が
始
ま
り
で
し
た
。
現

在
主
流
の
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
と
品
種
に
違

い
は
な
く
、
栽
培
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

　
広
島
で
は
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」
と
い
う
品
種
が
多

く
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
春
か
ら
秋
が
最
盛
期
で

す
。
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
鮮
度
が
命
で
す
。
地
元
産

の
太
く
て
ま
っ
す
ぐ
な
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

公
益
社
団
法
人
広
島
県
栄
養
士
会

栄
養
士

飯
田 

博
子 

先
生

1束
ひとつまみ
大さじ1
小さじ1

小さじ1/2
80ml
80g
1かけ
10cm
小さじ1
小さじ2

材料（2人前）

アスパラガス
塩
酒
ゴマ油
鶏がらスープの素
水
　　海老（皮をむき切る)
　　しょうが（みじん切り)
　　白ネギ（みじん切り）
　　片栗粉　
　　水　　

A

B

作り方

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

❶ アスパラガスは根元の固い部分の皮をむき、
4cmの長さに切る。
❷ フライパンにゴマ油と塩を入れて火にかけ、❶
を炒める。酒を加えて蓋をし、蒸し煮にした
ら皿に取り出す。
❸ 同じフライパンに A を入れ炒める。海老の色
が変わってきたら、水と鶏がらスープの素を
加える。沸いたら❷を戻し、合わせた B を混
ぜながら加える。

料理のポイント
★新鮮なものは皮をむかずに使えます。
★茹でずに炒めることで、甘みがより引き立ちます。
★海老と組み合わせることで、色合いよく仕上がり
ます。

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
ス
ト
レ
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
、

病
害
虫
や
水
の
管
理
に
注
意
し
て
い
ま
す
。

　
出
荷
で
は
鮮
度
管
理
を
徹
底
し
て
、お
い
し
い

う
ち
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、ど
の
よ
う
な
料
理
に
も
よ

く
合
い
ま
す
。規
格
外
に
な
っ
た
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

は
、シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
な
ど
の
お
菓
子
作
り
に
も

利
用
し
て
い
ま
す
。

　
栽
培
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
店
、直
売
所
で
の
販

売
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
交
流
サ
イ
ト
）で
発
信
し

て
、ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
も
お
い
し
い
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
作
っ
て
い

き
た
い
で
す
。

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

　
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
カ
ロ
チ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、

ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
を
同
時
に
摂
取
で
き
る
野
菜
で
す
。

さ
ら
に
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
ア
ミ
ノ
酸
の
一
種
で
あ
る

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
を
含
ん
で
い
ま
す
。
ア
ス
パ
ラ
ギ

ン
酸
は
新
陳
代
謝
を
促
し
、
た
ん
ぱ
く
質
の
合
成

を
高
め
、
疲
労
回
復
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
は
う
ま
味
成
分
と
し
て
有
名
な

グ
ル
タ
ミ
ン
酸
と
同
様
、
う
ま
味
成
分
の
一
つ
で
す
。

　
栄
養
成
分
や
う
ま
味
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
、
さ
っ

と
火
を
通
し
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

一
口
メ
モ

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

調理時間

15 分

福
分 
健
太

　
　 
愛

三
次
市
廻
神
町

ふ
く

わ
け

け
ん

あ
い

た

「愛情をいっぱい込めて作っています」と健太さん
と愛さん

さ
ん 

（34）

さ
ん 

（31）

　
２
０
２
２
年
４
月
に
三
原
市
鷺
浦
町

の
佐
木
島
に
移
住
し
た
中
村
淳
さ
ん

（
41
）
は
、
90
㌃
の
畑
で
ニ
ン
ジ
ン
や

ル
ッ
コ
ラ
、
ミ
ズ
ナ
な
ど
の
野
菜
と
、

か
ん
き
つ
10
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
茨
城
県
で
農
業
に
10
年
以
上
従
事
し
、

「
田
舎
で
農
業
が
し
た
い
」
と
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
佐
木
島
に
来
た
中
村
さ

ん
。
茨
城
と
は
違
う
真
砂
土
の
島
の
土
壌

に
、
「
草
の
生
え
方
な
ど
土
を
知
る
の
に

苦
労
し
た
が
、
こ
こ
は
根
物
野
菜
の
品
質

が
良
い
」
と
話
し
ま
す
。

　
土
中
の
微
生
物
を
生
か
す
た
め
、
化

学
肥
料
や
化
学
合
成
農
薬
を
使
わ
な
い

方
法
で
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
が
畑
で
そ
の
ま
ま
食
べ

ら
れ
る
よ
う
な
野
菜
を
作
り
た
い
。
味

も
お
い
し
く
、
鮮
度
が
長
く
保
て
る
」

　
昨
年
か
ら
は
、
農
業
を
し
な
が
ら
、
不

登
校
の
子
ど
も
た
ち
を
受
け
入
れ
る
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
運
営
。
一
緒
に
野
菜
を

収
穫
し
た
り
、
海
で
遊
ん
だ
り
と
、
主
に

自
然
の
中
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
畑
の
近
く
で
ヤ
ギ
を
飼
い
、

直
売
所
や
鶏
小
屋
、
子
ど
も
た
ち
が
学
ぶ

校
舎
を
作
る
な
ど
、
新
た
な
土
地
で
の
生

活
が
少
し
ず
つ
充
実
し
て
い
ま
す
。
サ
ウ

ナ
や
、
農
業
体
験
に
来
た
人
が
泊
ま
れ
る

施
設
も
完
成
し
ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
野
菜
な
ど
は
ス
ー
パ
ー
に

も
出
荷
。
「
農
業
で
得
た
お
金
を
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
運
営
に
充
て
、
子
ど

も
た
ち
や
そ

の
未
来
へ
投

資
し
た
い
。

楽
し
く
農
業

を
す
る
姿
を

見
せ
ら
れ
た

ら
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

暮
ら
し
と
農
業

自
然
の
中
で
充
実

中村さん手作りの直売所

ニンジンを収穫する中村さん

モ
ン
ペ
・
デ
ュ
・
リ
タ

じ
ゅ
ん

こ
う
じ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
毎
日
更
新
し
、
畑
の
様
子

や
商
品
の
紹
介
な
ど
を
発
信
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
や
、
「
次
は
い
つ
販
売
に

来
る
か
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ
せ
も
入

る
と
い
い
ま
す
。
　

　
現
在
は
み
そ
や
米
麹
造
り
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
、
秋
か
ら
は
食
品
加

工
学
を
学
ぶ
た
め
、
大
学
の
講
座
を
受

講
す
る
予
定
の
池
田
さ
ん
。
「
楽
し
い
と

思
う
こ
と
、
良
い
と
思
っ
た
こ
と
を
や
っ

て
い
き
た
い
」
。
今
後
は
、
子
ど
も
の
野

菜
収
穫
体
験
を
企
画
す
る
な
ど
、
食
育

に
も
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
す
。

　
北
広
島
町
の
池
田
千
恵
美
さ
ん

（
46
）
は
、
農
薬
や
肥
料
、
除
草
剤
を

使
用
せ
ず
、
露
地
と
ハ
ウ
ス
約
４
・
６

㌃
で
ト
マ
ト
や
パ
プ
リ
カ
、
キ
ク
イ
モ

な
ど
、
少
量
多
品
目
の
野
菜
を
栽
培
し

て
い
ま
す
。
「
野
菜
本
来
の
味
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
現
在
の
栽
培
方
法

を
実
践
。
雑
味
の
な
い
お
い
し
い
野
菜

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
２
年
に
、
自
家
産
の
作
物
で

作
っ
た
ジ
ャ
ム
や
ピ
ク
ル
ス
な
ど
を
販
売

す
る
「
ｍ
ｏ
ｎ
ｐ
ｅ
-ｄ
ｕ
-ｒ
ｉ
ｔ
ａ
」

を
開
店
。
自
家
産
の
ル
バ
ー
ブ
や
ム
ラ

サ
キ
イ
モ
、
地
元
産
の
イ
チ
ゴ
や
リ
ン

ゴ
、
県
内
産
の
ミ
カ
ン
な
ど
を
使
い
、

年
間
約
20
種
類
の
ジ
ャ
ム
や
、

約
15
種
類
の
ピ
ク
ル
ス
な
ど
を

店
頭
に
並
べ
ま
す
。

　
野
菜
や
加
工
品
は
、
地
元
の

産
直
施
設
や
出
張
販
売
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
（
交
流
サ
イ
ト
）
を
通
じ
て

も
販
売
。
生
産
者
や
消
費
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
広
が

り
、
規
格
外
の
野
菜
や
果
物
な

ど
を
、
加
工
用
に
も
ら
い
受
け

手
塩
に
か
け
た
野
菜
で

ジ
ャ
ム
や
ピ
ク
ル
ス

「自分の育てたものでジャムを作るのが夢だった」
と店の前で池田さん

北広島町

三原市

地域の話題地域の話題

15 142024  第40号



ひろしま
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安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

三次市でアスパラガスを栽培する福分健太さん。
15ページで詳しくご紹介しています。
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特  集 

農
業
保
険
を
す
べ
て
の
農
家
へ

農
業
保
険
を
す
べ
て
の
農
家
へ

第
11
回 

通
常
総
代
会
開
催

　
共
済
委
員
を
25
年
、
昨
年
度
か
ら
は

損
害
評
価
会
委
員
も
し
て
い
ま
す
。

　
昔
と
今
で
は
四
季
が
違
う
と
感
じ

ま
す
。
こ
こ
数
年
は
異
常
気
象
が
続

い
て
い
る
の
で
、
自
然
災
害
が
起
き

な
い
よ
う
に
願
っ
て
い
ま
す
。

　
田
ん
ぼ
は
地
域
の
法
人
に
預
け
、

私
自
身
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
従

事
し
て
い
ま
す
。
家
で
は
、
妻
と
一

緒
に
、
一
年
を
通
し
て
自
家
用
の
野

菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
体
が
元
気
な
う
ち
は
、
農
業
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

　
中
学
か
ら
陸
上
を
続
け
て
い
て
、
今

は
広
島
市
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
「
ト
ッ
プ

ギ
ア
」
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
走
る
こ

と
が
好
き
で
、
休
日
は
、
地
域
の
小
学

生
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
の
指
導
や
駅
伝
に

出
場
し
て
い
ま
す
。

　
父
が
営
む
自
動
車
整
備
工
場
「
広
浜

モ
ー
タ
ー
ス
」
で
働
い
て
２
年
目
に
な

り
ま
す
。
毎
日
学
ぶ
こ
と
が
多
く
て
、

仕
事
も
趣
味
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

幟
立 

晃
汰 

さ
ん 

（24）

の
ぼ
り
た
て

こ
う

た

北
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損
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。
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取
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